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著作権法〔第2版〕

デジタル技術の発達とインターネットの普及は，世の中を大きく変え，表現の方法や対象，
範囲もどんどん拡大しています。かつては世界に 1点しかオリジナルが存在しなかった著作
物もデジタル技術によってコピーしても劣化せず，いくらでも同じものが作れる場合もあり

ます。レコードやCDに固定されていた時代から，音楽はダウンロードするようになり，著作「物」
ではなく，「情報」となりつつあります。個人が趣味的に限られた範囲で表現していたものも，今では
ホームページなどに掲載することで世界中に発信でき，多くの人が見ることが可能となりました。
　このような表現の多様性と流通可能性は，広くは物権法（所有権法）の中に位置づけられてきた著作
権法の考え方を根底から揺さぶっています。著作権保護の強化を唱える考え方がある一方で，著作物を
社会の発展に繫がる情報と捉え，法律で保護して利用を制限するのではなく，共有することで社会全体
の利益にしようという考え方もあります。
　著作権法の基礎を学んだうえで，技術の発展によって，法に求められている新しい著作物の保護と利
用のあり方を考える。本書には，時代のダイナミックな要請をどう考えればよいのか，そのヒントが
いっぱい詰まっています。電子書籍にも出版権を拡張する平成 26年の法改正も織りこんだ日本の最高
峰の体系書に是非トライしてみて下さい。（D）
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時代と技術の変化に法はどう対応していくのか？


